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　1975年夏のヨーロッパ旅行の目的の1つは，学生時代から親しんできた思想
家アレクシス・ド・トクヴィルのシャトーを訪ねることであった。パリのサン・
ラザール駅からシェルブール行の電車でバローニュまでが第一の行程だ。空か
らみる夏のヨーロッパの，茶と黄と緑のパッチワークは美しいが，車窓からみ
るフラソスの田園風景も素暗しい。シスレ・一一やコローの絵のように，緑は淡く
軽い。山はなく，なだらかな丘が透明な空気を通してどこまでも続いている。
教会の尖塔に守られるかのように肩を寄せ合った村落が点在し，あとは牛がノ
ンビリ草を食んでいるだけの単調な光景だが，この空間が私は好きだ。
　ストのため，カンで1時間余も待たされたが，午後2時頃にはバローニュに
着く。町全体がアルドワーズ（板岩）葺きのひっそりとした田舎町である。こ
こから先は大変だ。なにしろトクヴィルという地名はないのだから。バローニ
ュの名も，トクヴィルが第二共和制下の国会議員選挙に出馬したとき，文字通
り，村人を馬車で運んだ投票区ということで知っていたにすぎない。バスなど
は，むろんない。駅前に一軒だけのカフェ・バー兼タクシー運転手にシャト
ー・ h・トクヴィルへやってくれと言っても知らないという。そのうち店を担
当している愛嬌のいい女将がこの地方の数多くのシャトーの中からやっと見つ
け出してくれた。その村はサソ・ピエール・エグリズといい，昔の教区がその
ままコンミュンになったことを思わせる名前である。
　運転手のルチュッペ氏は終戦後大阪と長崎に軍艦で行ったことがあるとい
う。そういわれてみれば，ノルマンディーは仏海軍の精兵の供給源だったこと
が想起される。名称が示すようにこの地方そのものがヴァイキングがフランス
王からもぎとった土地でもあったのだから航海にはすぐれているのかもしれな
い。ここまで足を延ぽす日本人は殆んどないが，近くのシェルブールでは日本
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製の乗用車やカメラが陸上げされているので，日本はモノを通しては知られて
いるようだ。
　ルテユッペ氏の運転は荒っぽい。対向車などにはお目にかかれないし，人も
殆んどいないのだから，ここでは当然かも知れないが，猛スピードで突っ走る
のには肝を冷やした。ときどき道の両側にゴッゴッした石を重ねてつくったく
すんだ町並みが出現するが，そんな人のいそうな所はあっという間に過ぎてし
まう。およそ30キロ位で目的の村に着く。牛車を引いた村人に教えられた方向
に走ると，自動車道からシャトーに通つる並木道があり，その私道を進むと，
シャトーの裏手から前庭に出られるようになっている。
　幸運にも，館には伯爵夫人が居あわせた。アレクシスには子供はなく，現在
この館を相続しているのは，彼の兄エドアールの子孫であり，先代はトクヴィ
ルを名乗る官僚であったが，今はなく彼の二人娘の姉の方がエルーヴィル伯と
結婚し，この館を別荘兼農場として使っているのだ。エルーヴィル氏は銀行家
でパリにおり，夫人だけがヴァカンスで一足先にここに来て，休養と趣味の染
色を楽しんでいるところだという。ふだんの住居は従ってパリのシャナレーユ
街（首相官邸近くの一等地）である。
　タクシーの運転手氏の態度，館の東北300メートル位のところの数軒の農家
（たぶんこの農場の労働者と思われる）の人々，お手伝いの娘の態度などから
みて，この大地主が依然としてこの地方の大名士であることは明白だった。夫
人には三人のギャルソンがあるが，皆，学校の寮に入れてあるのでここにはい
ない，という。カトリックの私立学校にちがいない。法的に平等な国だが，伝
統的な社会的地位の区別は厳然と存続しており，日常生活でも爵号が用いられ
る国柄である。
　トクヴィル家の遠祖はノルマンディー公ギョーム（ウィリアム征服王）鷹下
の部将だったというから少くとも11世紀までは遡れる古い家系である。シャト
ウーは幾度か修復されたというが，中世封建領主の館の姿をほぼそのまま残し
ている。南向きで正面の幅は40メートル位，右半分は15世紀頃のもので，左半
分は10年前に焼け，再建したものである。素材が石なので調和してはいるが，
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風化の度合は明らかに違う。左端の塔は屋根裏まで入れて4階，ルネサンス式
の方形をなし，西側の外壁にはトクヴィル家とエルーヴィル家の結婚を象徴す
る紋章が浮き彫りにされている。東側の塔は円錐形の板岩葺の屋根を頂く円筒
形で西の方形のと同じく部屋にはなっているが窓は新しい西の塔の場合より著
しく小さく，古さを物語っている。館の裏面にある塔の内部は螺旋階段だ。
　トクヴィルがrアメリカのデモクラシー』を書いた書斉は玄関の左手の2階
で，時代ものの机や書架が置いてあるが，彼が使ったものは焼失して現存しな
い。資料はすべて国立トクヴィル決定版全集編集委員会がパリに保管してい
る。新発見は期待していなかったので，感慨に耽るという楽しみだけを満喫し
た。
　夫人の案内でパラ園に通ずる道をいくと，途中に納屋と厩舎があり，これら
をつなぐアーケードにアレクシスの大理石の胸像があった。首のところで折
れ，修復した跡があるので尋ねると，大戦中ドイツ軍によって破壊されたのだ
という。そういえぽここは，ノルマンディー上陸作戦で有名なユタ海岸からさ
ほど遠からず，ドイツ軍がうようよいた所であった。
　私にとって珍しいものぽかりであったが，直径・高さとも10メートルほどの
石でできた円筒・屋根なしの鳩舎も面白かった。内側は上から下まで，鳩が営
巣可能なほどの長方形の穴が無数にうがってある。夜にはしごをかけれぽ必要
なだけつかまえられる構造である。鳩は今は一羽もいないが，中世には各々，
落穂を動物性蛋白質に変換し，人間の食卓にのぼる日をここで待っていたので
あろう。
　珍らしいものといえぽ，U字溝の形の石を直径4メートルほどの円形に組ん
だ装置が，今は花壇として残されていたことである。中世にはこの溝の中にリ
ソゴを入れ，溝に嵌め込まれた木製の車を馬に周辺をまわらせながら動かし
て，リンゴを押しつぶし，ミードル（リンゴ酒）の材料を絞り出したのだ。
　館の前庭は芝生（といってもよく刈り込んだ牧草地のようなもので，生えて
いるのは雑草であるが，広大なので緑の絨鍛のように見える）で，地平線まで
続いているので広さが解らない。館の南西方向50メートルほどのところから池
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が広がっており，お化けのようなフキや柳や赤アジサイなどわが国にもある植
物が縁取りをしており，遠くからみると館の石の堅さを和らげ，調和をかもし
ている。
　夫人は35歳ぐらい。金髪で目は灰色がかった青，背は私より5センチほど高
い北欧型の美人であった。池のまわりを散歩しながらいろいろ興味深い話を聞
くことができた。
　想い出はつきないが，制限紙数を大部オーバーしてしまったようだ。ひとま
ず筆をおかねぽならない。
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